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Ca含 有上部尿路結石症患者における潜在性尿酸代謝

異常に対する経ロプリン体負荷試験の意義

京都府立医科大学泌尿器科学教室(主 任:渡 辺泱 教授)
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ORAL PURINE LOADING TEST FOR LATENT METABOLIC 

   DISORDERS OF URIC ACID IN PATIENTS WITH 

  CALCIUM CONTAINING UPPER URINARY CALCULI

Kimihiko Yoneda

From the Department of Urology,  Kyoto Prefectural University of Medicine

   For the detection of metabolic disorders of uric acid in upper urolithiasis, an oral purine 
loading test was performed in 78 patients with calcium-containing calculi, 5 patients with uric acid 
calculi, and 34  stone free subjects. 

   From the results of the normal subject group, the criteria of hyperuricemia, latent hyperurice-
mia, hyperuricosuria and latent hyperuricosuria were proposed. 

   In calcium-containing  stone formers, 6 male patients showed hyperuricosuria, 18 male patients 
and 4 female patients showed latent hyperuricemia or latent hyperuricosuria. In uric acid urinary 
stone formers, all cases showed latent hyperuricemia or latent hyperuricosuria. 

   These findings indicated that the metabolic disorders of uric acid might be one of the risk 
factors for the formation of calcium containing urinary stones, as well as uric acid urinary stones. 

                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 877-884, 1992) 
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緒 言

尿路結石症は,泌 尿器科領域において最も重要な疾

患のひ とつである.近 年,非 開放性手術の普及により,

尿 路結石 症の治療方法は長 足の進歩を遂げた.し か

しながら尿路結石症の治療の最終 目標は,結 石の発生

ならびに再発の予防にある.こ のような尿路結石症治

療法の革命ともいえる変革期にあって,結 石の成因解

明とそれらに対する対策の確立が,従 来 よりさらに一一

層強 く望まれているところである.

今回私たちは,Ca含 有結石症の原因のひとつと考

えられている尿酸に着目し,通 常の血液および尿の生

化学的検査では尿酸値異常が認められない症例に対し

て,経 ロプリン体負荷試験を施行 し,潜 在性尿酸代謝

異常について検討したので報告する.

対 象

対象 とした症例は,1987年6月 から1991年4月 の間

に,京 都府立医科大学附属病院泌尿器科に入院した上

部尿路結石症例83例 である.そ の内訳は,Ca含 有結

石群が男性63例,女 性15例,計78例,尿 酸結石群が男

性4例,女 性1例,計5例 である.Ca含 有結石群の

結石成分は,純 粋な蔭酸カルシウムが22例,蔭 酸カル

シウムが優位な燐酸カルシウムとの混合が56例 であ

る.こ の際,血 清尿酸値が当院の基準値である7.6

mg/dlを 超 える高尿酸血症を有する症例,尿 中尿酸

排泄量が800mg/24hr以 上 の過尿酸尿症1)を有する

症例,腎 機能障害や尿路感染症を有する症例,原 発性

副甲状腺機能尤進症や腎尿細管性アシドーシスなどの

結石の原因が明らかな症例は,対 象か ら除外した.ま

た対照 として,尿 路結石症の既往がな く,他 の泌尿器

科的疾患で入院した男性24例,女 性10例,計34例(以

下.非 結石群)に 対し,同 様の試験を施行し,各 群と

比較した.

各群の平均年齢は,Ca含 有結石群では男性46.4

±13・8(SD)歳,女 性57.1±9.8(SD) .歳,尿 酸結石
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群 で は 男性52.8±6.5(SD)歳,女 性75歳,非 結 石 群

で は男 性48.7±15.1(SD)歳,女 性48・8±15・9

(SD)歳 で あ った,ま た,各 群 と も尿 酸 代 謝 に影 響

す る とされ て い る薬 剤 の投 与 を受 け て い な い症 例 に

か ぎった.

方 法
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Fig.1.経 ロ プ リソ体 負 荷試 験
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Fig.2.血 清 尿 酸値 の変 動

動物性蛋白質42g,植 物性蛋白質42g)を 摂取させ

た後,午 前8時 の血清尿酸値 と24時間の尿中尿酸排泄

量を測定し,負 荷前値とした.

今回私たちが実施した経 ロプリソ体 負荷試験は,

Fig.1に 示 したとお りである.第1日 目より3日 闘

特別食(総 カロリー1,400kcal,動 物性蛋白質25g,

植物性蛋白質279)を 摂取させ,第2日 飼に この特

別食の他に,午 前8時 にプリン体 としてアデニンとグ

ァニソとをそれぞれ1gず つ経口摂取させた.プ リ

ソ体を摂取させた24時 間後および48時 間後の血清尿酸

値,プ リソ体を摂取 させた直後の24時 間 とそれに引き

続 く24時間における尿中尿酸排泄量を測定 した.

本試験の期間中,水 分は水道水のみの自山摂取とし

た,血 清尿酸値および尿中尿酸排泄量の測定は,酸 素

法(協 禾Ll発酵:デ タミナーUA-S755)に より行い,

統計学的処理はt分 布検定により行った.

結 果

1)血 溝 尿 酸 値 の 変 動(Fig.2)

プ リソ体 負 荷 前 の 血 清 尿 酸 値 の 平 均 は,男 性 で は

Ca含 有 結 石 群5.98±0.96(SD)mg/dl,尿 酸 結 石 群

6.03±0.64(SD)mg/dL非 結 石 群5.53±1.15(SD)

mg/dl,女 性 で はCa含 有 結 石 群4.59±0.92(SD)mg!

dl,尿 酸 結石 群5.9mg/d1,非 結 石 群4.58±0.70(SD)

mg/dlで あ り,有 意 差 は認 め られ な か った.

ブ リソ体 負荷24時 間 後 の 血 清 尿 酸値 の 平均 は,男 性

で はCa含 有 結 石 群7.42±L29(SI))mg/dl,尿 酸 結

石 群9.lo±o.75(sl))mg/d1,非 結 石 群6・55±1.07

(SD)mg/dlで,Ca含 有 結石 群,尿 酸 結 石 群 と もに

非 結 石 群 よ り有 意 に 高値 を示 した(P〈0.Ol)・ 女 性 で

はca含 有結 石 群6.07±1・12(sD)mg/Cl1,尿 酸 結 石

群9.91ng/dl,非 結 石 群5・52±0・89(SD)mg/dlで,

尿 酸 結石 群 は1例 で あ るが 高値 を示 して いた.
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Fig.3.尿 中 尿 酸排 泄 量 の 変動

プ リソ体 負 荷48時 間 後 の 血 清尿 酸 値 の 平 均 は,男 性

で はCa含 有 結 石 群6.84±1.18(SD)mg/dl,尿 酸 結

石群8.70±O.80(SD)mg/dl,非 結 石 群6.15±=0.99

(sD)mg/dlで,ca含 有 結 石 群(P<o.02),尿 酸結

石 群(P<0.01)と も に非 結 石 群 よ り有 意 に高 値 を 示

した.女 性 で はCa含 有 結石 群5.37±1.Ol(SD)mg/

dl,尿 酸結 石 群9.1mg/dl,非 結 石 群5.02±o・76(sD)

mg/dlで,尿 酸結 石 群 は1例 で あ るが 高 値 を 示 して

いた.

2)尿 中尿 酸 排 泄 量 の変 動(Fig.3)

プ リン体 負荷 前 の24時 間 あ た りの 尿中 尿 酸 排 泄 量 の

平 均 は,男 性 で はCa含 有 結 石 群481±130(SD)mg/

24hr,尿 酸 結 石 群375±84(SD)mg/24hr,非 結 石 群

469±87(SD)mg!24hr,女 性 で はCa含 有 結 石 群365

±98(SD)mg/24hr,尿 酸結 石 群360mg/24hr,非 結

石 群415±76(SD)mg/24hrで,有 意 差 は認 め られ

なか った.

プ リ ソ体 負 荷 後0～24時 間 の尿 中 尿 酸排 泄量 の平 均

は,男 性 で はCa含 有 結 石 群632±148(SD)mg/24

hr,尿 酸結 石 群546±107(SD)mg/24hr,非 結 石 群

615±101(SD)mg/24hrで,有 意 差 は認 め られ なか

った.女 性 で はCa含 有 結 石 群549±144(SD)mg/

24hr,尿 酸 結 石 群400rng/24hr,非 結石 群595±77

(SD)mg/24hrで,尿 酸 結 石 群 は1例 で あ るが,低 値

を 示 して い た.

ブ リソ負 荷 後24～48時 間 の 尿 中尿 酸 排 泄 量 の 平 均

は,男 性 で はCa含 有 結 石 群591til36(SD)mg/24

hr,尿 酸 結 石 群782±170(SD)mg/24hr,非 結 石 群

570±96(SD)mg/24hrで,Ca含 有 結 石 群 と非 結 石

群 の 間 に は有 意 差 は認 め られ な か った も のの,尿 酸結

石 群 は非 結 石 群 よ り有意 に高 値 を示 した(P<O.Ol).

女 性 で はCa含 有結 石 群468±117(SD)mg/24hr,

尿 酸 結 石 群403mg/24hr,非 結 石 群477±48(SD)

mg/24hrで,有 意 差 は認 め られ な か っ た.

3)尿 酸 ク リア ラ ソス の変 動(Fig.4)

プ リン体 負荷 前 の 尿酸 ク リア ラ ンス の平 均 は ,男 性

で はca含 有 結 石 群5.73±L77(sD)ml/min,尿 酸

結 石 群4・26±0.59(SD)ml/min,非 結 石 群6.29±2.3i

(SD)ml/min,女 性 で はCa含 有 結 石群5.71±1.65

(sD)ml/min,尿 酸 結 石群4.24ml/min,非 結 石 群

637±1.23(SD)ml/minで,有 意 差 は 認 め られ なか

った,

プ リ ン体 負 荷24時 間 後 の 尿 酸 ク リア ラ ン ス の平 均

は,男 性 で はCa含 有結 石 群6.15±L90(SD)ml/

min,尿 酸 結 石 群4.24±Ll3(SD)ml/min,非 結 石 群

6.73±1.76(SD)ml/minで,Ca含 有 結 石 群 と非 結 石

群 の間 に は 有意 差 は認 め られ な か った もの の,尿 酸結

石 群 は非 結 石 群 よ り有 意 に 低 値 を示 した(P〈0.02).

女 性 ではca含 有 結石 群6・44±1.68(sD)ml/min,尿

酸結 石 群2・81ml/min,非 結 石 群7.60±1.17ml/min

で,尿 酸結 石 群 は1例 で あ るが低 値 を 示 した.

プ リン体 負 荷48時 間 後 の 尿 酸 ク リア ラ ン ス の平 均

は,男 性 で はCa含 有 結 石 群6.21±L86(SD)ml/

min,尿 酸結 石 群6・33±L61(SD)m1/min,非 結 石 群
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6.68±L85(sD)ml/min,女 性 で はca含 有 結 石 群

6.14±L29(sD)ml/min,尿 酸結 石 群3・08ml/min,

非結 石 群6.76±1.25ml/minで,有 意 差 は 認 め られ

なか った.

考 察

欧米諸国では第…次世界大戦以降,本 邦では第二次

世界大戦以降,そ れ以前の下部尿路結石症に代わっ

て,上 部尿路結石症が尿路結石症の大部分を占めるよ

うに なった.こ の よ うな現象 は,結 石 波stone

wave2)と 呼ばれ,そ れに伴い結石成分にも変化がみ

られた.す なわち,燐 酸マグネシウムアンモニウムを

主成分とする感染結石が減少 し,彦 酸カルシウムを主

成分とするCa含 有結石が著しく増加 した3).こ れ ら

の現象の原因として,生 活環境,特 に衛生環境の改善

と動物性蛋白質4)や 炭水化物5)の 摂取量の増加などの

食生活の変化が挙げられている.

これまでにも,動 物性蚤白質と関 係が深い尿酸と

Ca含 有結石 との因果関係について検討を行った報告

が多数なされてお り,Ca含 有結石症患者においてか

な りの頻度で高尿酸血症が認 められ ること6・7),さら

に尿酸生成阻害剤であるallopurinolの 投与により

Ca含 有結石の発 生を抑 制することが可能であ るこ

と8・9)はよ く知られている,し かしなが ら,高 尿酸血

症が存在 しても必ずしも結石が発生するわけではなく,

逆 にCa含 有結石症患者のlf且清尿 酸値は正常 である

ことが多い.

そ こでCocら10)が,Ca含 有結石症例には過尿酸

尿症を合併する者が多く,こ れ らの過尿酸尿症を伴 う

Ca含 有結石症は,明 らかに独立 した疾患 とみなす

ことができると報告して以来,Ca含 有結石の発生に

は血清尿酸値だけでなく尿中尿酸排泄量も重要な因子

であると考え られる ように なった.事 実Gutman

らIDも,慢 性腎不全や薬剤の服用により生 じた二次性

の高尿酸血症では,尿 路結石の発生がみられないこと

より,尿 路結石の発生には血清尿酸値よりむ しろ尿中

尿酸排泄量が関与していると述べて いる.同 様 に河

村12)は,高 尿酸血症の有無にかかわらず尿中尿酸排泄

量が高値を示すCa含 有結石症例に結石再発の頻度

が高いことより,尿 中尿酸排泄量が結石発生にとって

璽要であると述べている.

尿酸は,人 間ではプリン体代謝の最終産物であ り,

生体では通常1日 当た り約700mgの 尿 酸が生成 さ

れ,そ のうち約100mgが 食餌に由来す るとされて

いる.尿 酸の体外への排泄は,約70%が 腎から尿中へ

の排泄により行われ,残 りの約30%が 消化液分泌に伴

う消化管への排泄や発汗により行われる且3).この こと

より過尿酸尿症には,消 化管での吸収充進,生 合成過

剰,腎 からの排泄過 剰の3つ の原因が考え られ る.

Coe14)は,一 部の症例では内因性プリン体代謝からの

過剰な尿酸生成も過尿酸尿症の原因の ひとつである

が,多 くの症例はプリソ体含有量の多い食物を摂取 し
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ていたことより,食 餌性すなわち消化管での吸収充進

が最も璽要であると述べている.

そ こで今回私たちは,通 常の食生活では高尿酸血症

や過尿酸尿症が認められない症例の中には,多 量のプ

リソ体摂取により血清尿酸値や尿中尿酸排泄量が異常

に高値を示す症例が存在するのではないかと考えた.

このような潜在性尿酸代謝異常を検出する目的で,経

口的にプリン体を負荷し,血 清尿酸値 と尿中尿酸排泄

量を測定する経 ロプリン体負荷試験を施行した.

これまで経 ロプリン体負荷試験の報告として,Hes-

seら15)が,Ca含 有結石症例と非結石症例とを対象

に,ア デニンとグア=ン とをそれぞれ1gず つ経口

的に負荷 し,そ の24時 間後および48時 問後にlf且清尿酸

値を測定 している.そ の結果,Ca含 有結石群は非結

石群に比べて∫血清尿酸値が有意 に上 昇し,ま たML清

尿酸値の上昇が長 く持続したと報告 してい る.ま た

Zechnerら16)はCa含 有結石症例と非結石症例とを

対象に.2gの グアノシンを経口的に負荷 し,4時 間後

の血清尿酸値とその間の尿中尿酸排泄量を測定 してい

る.その結果,血 清尿酸値はすべての症例で上昇したが,

尿中尿酸排泄量は著 しく増加する症例と,ほ とんど

変化しない症例とが見られ,結 石再発率は前老におい

て高かったと報告 している.し かしHesseら の報告

では,尿 中尿酸排泄量の変動についての検討はなされ

ておらず,ま たZechnerら の報告では血清尿酸値だ

けでなく尿中尿酸排泄量も測定されていたが,測 定期

問が4時 間と短く,尿 酸代謝異常を検出するには不十

分であったと思われる.そ こで今回私たちは,ブ リン

体負荷後48時 間にわたって血清尿酸値および尿中尿酸

排泄量の測定を行った.

そ の結果,Ca含 有結石群を非結石群と比較すると,

男性の血清尿酸値は,負 荷前には有意差は認められな

かったものの,プ リン体負荷後にはCa含 有結石群

が非結石群に比べて有意に高値を示 し,女 性の血清尿

酸値には有意差は認められなか った.一 方,尿 中尿酸

排泄量および尿酸 クリアラソスには男性女性とも有意

差は認められなかった.

また,尿 酸結石群を非結石群と比較すると,男 性の

血清尿酸値は,負 荷前には有意差は認められなかった

ものの,プ リン体負荷後には尿酸結石群が非結石群に

比べて有意に高値を示 し,女 性の1例 でも男性の場合

と同様のパターンを示 した.男 性の尿中尿酸排泄量は,

プ リン体負荷前からプリン体負荷後0～24時 間 にかけ

て有意差は認められなかったが,プ リン体負荷後24～

48時 間では尿酸結石群が非結石群に比べて有意に高値

を示した.し かしながら,女 性の1例 では,男 性の場

TableLJtft清 尿 酸値 の正 常 範 囲

881

性 別 負荷前 負荷24時 聞後 負荷48時 間後

男 性(n・ ・24)3.23～7.834.41～8.694.17～8,13

女 性(n=10)3.18～5.983.74-7.303.50～6.54

Table2.尿 中尿酸排泄量の正常範囲

性 別 負 荷 後 負 荷 後負荷前
0-24時 間24-48時 間

男性(n=24)295-643413-8173フ8-762

女 性(nニ10)263-567441～749381-573

合 と同様 の パ タ ー ンは示 さな か った,尿 酸 ク リア ラ ソ

スは,男 性 では プ リン体 負 荷 前 お よび負 荷48時 間後 で

は 有意 差 は 認 め られ なか った が,プ リ ソ体 負 荷24時 問

後 で は尿 酸 結 石 群 が非 結 石 群 に 比 べて 有 意 に 低値 を示

し,女 性 の1例 で も男 性 の場 合 と同様 の パ タ ー ソを示

した.

そ こで 私 た ち は,今 回 実 施 した経 ロ プ リソ体 負荷 試

験 に おけ る血 清 尿酸 値 お よび尿 中 尿 酸 排 泄量 の正 常 範

囲 を,非 結 石群 の値 のmean±2SDと 設定 した.そ

の結 果,血 清尿 酸 値 の 正 常範 囲 は,プ リン体 負 荷 前 で

は,男 性3.23～7.83mg/dl,女 性3.18～5・98mg/dl,

プ リン体 負 荷24時 間 後 で は,男 性4・41～8・69mg/dl,

女性3.74～7.30mg/d1,プ リン体 負 荷48時 間 後 で は,

男性4」7～8.13mg/dl,女 性3.50～6.54mg/dlで あ

っ た(Tablel).こ の うち プ リン体 負 荷 前 の 血 清 尿酸

値 のmean±2SDは,当 院 で用 い られ て い る正 常 値

(2.9～7.6mg/dl)と よ く一致 してい た.

これ ら の値 を用 い て,プ リン体 負荷 前 の 血 清 尿酸 値

が異 常 高 値 を示 した場 合 を,高 尿 酸 血 症,プ リン体 負

荷 前 の血 清 尿 酸値 は 正 常範 囲 内 で あ るが,プ リン体 を

負荷 した24時 間 後 また は48時 間 後 の 血 清 尿酸 値 の う

ち,い ず れ か一 方 で も異 常 高値 を 示 した場 合 を,潜 在

性 高 尿 酸血 症 と定 義 した.

また 血 清 尿酸 値 の場 合 と同様 に,尿 中 尿 酸排 泄 量 の

正 常 範 囲 を 設 定 す る と,プ リ ン体 負 荷 前 で は,男 性

295～643mg/24hr,女 性263～567mg/24hr,プ リン

体 負 荷 後0～24時 間 で は,男 性413～817mg/24hr,

女 性441～749mg/24hr,プ リソ体 負 荷 後24～48時 間

で は,男 性378～762mg/24hr,女 性381～573mg/24

hrで あ った(Table2).プ リ ン体 負荷 前 の 尿 中 尿 酸

排 泄 量 は,相 戸 ら17)の 男 性671±loo(sD)mg/24hr

(n=22),女 性530mg/24hr(n・=3)よ り低 値 で あ っ

た が,森 本 ら18)の 男 性465±190(SD)mg/24hr(n=

98),女 性412±151mg!24hr(n=47)と よ く一致 し
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Tab韮e3,潜 雀性塚酸代謝異常を承 した症例

性劉 労 類(症 鯛数)
潜在性 潜在性
高球叢磯症 遺尿酸尿痙

鍛

男煙Ca含 有結贋 群 〈n=5フ〉

尿 酸 結 石 群`n=4)

非 結 石 群(n=23)

1◎

3〔2〕

0

8蓋8(32%)

3〔2)4〈 蓋00%>

00(0%)

女性Ca含 轡結石詳 くn=}5)

尿 酸 繕 石 群(n=D

葬 繕 石 詳(n=9}

黛 〔叢}

I

o

9〔1}

o

o

4127%>

1(ioe%)

◎(0%)

〔}内 は,潜在性高尿酸盈症 と潜在性邊尿酸尿痩 とを合群 した症鰐,

蜜濯尿搬儀
{mg〆de)

給

§

8

7

6

§

4

3

ゆきセ

}

隅 性]

参準毒■

亭ψ零冷

一/

率*塗P〈O.◎2(vs非 結石群)

零*幽*タ 〈{}.頓くv$9P結石欝}

NCa膝 筍異鴬群

n-dCa績 石正常群

。一 葬 結 石 群

血湊殿 儀
{mg/dの
給

§

8

7

6・

5

ξ

3

　

[女 性1

富戸く¢.琴{》講 結石醐

零**P〈O.02(vs非 結石群)
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es-b(}a繕 石蕉 常欝

・一→ 非 結 篇 群

ゆゆ寧

ゆ

{

・一 ・-
Fig.5.潜 在性尿酸代謝異常を承 したCa含 有緒石群の撫清尿酸纏の変動

ていた.

これらの纏を用いて,プ リン体負萄前の曜`や尿酸排

泄量が異常高値を示 した場合を過尿酸尿症,ヅ 夢ソ体

負荷前の尿中尿酸排泄量は正常範囲内であるが,プ リ

ソ捧蕪葎後O～ 黛4縛鶴ま丸は24～48縛 閣のいずれか一・

方でも異常高値を示した場禽を,潜 在性過尿酸尿症と

定義した.

これらの定義を用いて各群の尿酸代謝異常を評価す

ると,Ca念 有結石群では,高 尿酸鍾駄症を示した症例

はなく,過 尿酸尿症が男性6例 に認められた.こ れら

を験いた痩佛において,瀦 姦姓高尿綾醜裁が努姓至鋳殉

と女橿三2爾に,潜 寝桂過尿酸尿症が努性8爾 と女性3

例に鋸められた.こ のうち女性i例 は両者を合併して

いた,す なわち高尿酸撫蕪および過駅酸尿簾が認めら

れない男姓三57偶中麟殉(32%),女 鱒三玉5懲沖4爾(27

%〉 に溝在牲尿酸代謝翼常オ～認められた.

尿酸結石群では,高 尿酸1血症および過尿酸尿療三は認

められず,潜 在機 高尿酸壷捷が男性3綱 と女性 茎例

に,潜 在性過尿酸尿症が男性3例 に認められた.こ の

うち男嫉2{蝿 は溝者を食鎌していた.す なわち高羅酸

Ifil症お よび過尿酸尿症が認められない症例5例 中全例

に,潜 登盤罎酸代謝異常が認められた.

一方非結石群では
,高 尿酸血症を示 した症 例は な

く・過尿酸尿癒が男姓女性各 互働 こ羅められた.こ れ

らの症例を除いた男性23例,女 性9例 には潜在性尿酸

代講異常は認められなかっ丸(Table3)

つ ぎに潜在性穣酸代講異 常を示 したCa含 有結石

群の病態を検討す るため,高 尿酸血症および過尿酸尿

灌が認められないCa含 有結石群を,潜 在燥尿酸代

謝異常を示した群(嫉 ギ,Ca結 石異鴬群)左 犠・堂が
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Fig.6.潜 在性尿酸代謝異常を示 したCa含 有結石群の尿中尿酸排泄量の変動

認められなかった群(以 下,Ca結 石正常群)の2群

に分類 し,非 結石群と比較した.

その結果,Ca結 石異常群の血清尿酸値は,男 性女

性ともにプリン体負荷前後において非結石群より有意

に高値を示すか,あ るいは高値を示す傾向が認められ

た.Ca結 石正常群のJtTL清尿酸値は,男 性女性ともに

非結石群と有意差はなかった(Fig、5).

また,男 性のCa結 石 異常群の尿中尿酸排泄量は,

非結石群と有意差はなかった.女 性のCa結 石 異常

群の尿中尿酸排泄量は,ブ リン体負荷前では非結石群

と有意差は認められなかったが,プ リン体負荷後0～

24時 間 とプリン体負荷後24～48時 間 では非結石群より

有意に高値を示 した.男 性のCa結 石 正常 群の尿 中

尿酸排泄量は,非 結石群と有意差はなかった.女 性の

Ca結 石正常群の尿中尿酸排泄量は,プ リソ体負荷前

後において非結石群より有意に低値を示すか,あ るい

は低値を示す傾向が認められた(Fig.6).

これ らのことよりCa結 石異常群では腸管でのプ

リン体吸収充進と尿酸の生合成過剰が単独あるいは合

併して存在しているものと考えられた.

以上のことから経ロプリン体負荷試験は,潜 在性尿

酸代謝異常の検出に有用であると思われ,事 実,高 尿

酸血症および過尿酸尿症が認め られ ない症 例におい

て,Ca含 有結石群の約30%,尿 酸結石群の全例に潜

在性尿酸代謝異常が認められたことより,尿 酸は尿酸

結石群ばか りでなく,Ca含 有結石群の一部において

も結石発生に深 く関与している可能性が示唆された.

結 語

高尿酸血症および過尿酸尿症が認められない症例に

おける潜在性尿酸代謝異常について検討するため,Ca

含有結石群78例,尿 酸結石群5例,非 結石群34例 に対

し,経 ロプリン体負荷試験を施行 し,以 下の結果をえ

た.

1)非 結石群におけるmean±2SDを 用いて境界値

を設定し,当 院における高尿酸血症,潜 在性高尿酸血

症,過 尿酸尿症および潜在性過尿酸尿症を定義した.

2)Ca含 有結石群では6例 に過尿酸尿症が認められ,

それ以外の72例 中22例 に潜在性尿酸代謝異常が認めら

れた.

3)尿 酸結石群では5例 全例に潜在性尿酸代謝異常が

認められた.

4)経 ロプリソ体負荷試験は,潜 在性尿酸代謝異常の

検出に有用 であ る と思われ,そ の結果 より,尿 酸は

尿酸結石群ばか りでなく,Ca含 有結石群の一部にお

いても結石発生に深く関与 している可能性が示唆され

た.

稿を終 えるに あたり,ご 指導 な らびにご校 閲いただいた渡

辺 決教 授 ・内 田 睦 講師に 厚 く感謝の意を 表する ととも

に,研 究 にご協力 いただいた教室員諸兄に深謝す る次第で あ

る.

本論文 の要旨は,第40回 日本 泌尿器科学会中部総会(大 阪

・1990年)に おいて発表 した.
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